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第Ⅱ期展示
〈1930 年 1 月～ 1933 年 12 月発行分〉

ごあいさつ

　滋賀大学経済学部の母体となった彦根高
等商業学校（彦根高商。1923 年～ 1944 年）
では、研究や教育に活用するため、同時代
の新聞を収集していました。それらのなか
には『大阪朝日新聞』や『大阪毎日新聞』
などがあり、現在、滋賀大学経済経営研究
所で保管されています。
　『大阪朝日新聞』と『大阪毎日新聞』には
滋賀についての情報をあつめた紙面があり、
1928 年～ 1937 年の原紙については、滋賀
県にある公立図書館での所蔵はなく、本研
究所にのみ保管されています。
　そこで今回、滋賀県内ではあまりみること
ができない、新聞原紙に掲載された彦根高
商をめぐる記事を3期にわけて展示します。
　おおよそ 80～ 90 年前の滋賀の人々が読
んだ新聞原紙をとおして、彦根高商の様子
をみてみましょう。 
　　　　　　　　　　　　　2017年8月

しんぶん紙  ―第Ⅱ期の概要―

　第Ⅱ期は 1930 年～ 1933 年の新聞原紙
から彦根高商と地域との繋がりが捉えられ
る記事をご紹介します。また、展示してい
る新聞原紙には日焼けや調査に活用された
跡が残っています。そのような新聞原紙が
もつ歴史も、彦根高商の報道とあわせてご
覧ください。 
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※彦根高商卒業アルバムの写真はすべて滋賀大学経済経営研究所デジタルアーカイブです。

発行

今
井
綾
乃

監修・編集

IⅡⅢ

滋
賀
大
学
大
学
院
経
済
学

研
究
科
博
士
後
期
課
程

(                            )

経 済 経 営 研 究 所 2017年 ( 平成 �� 年 )  11月 6日 (月 ) 1013 版第 2017 号©経済経営研究所 2017 ( 日刊）

紙

企画展【しんぶんし】
原紙にみる彦根高商報道

瓦
版

瓦
版
瓦
版

瓦
版

ま
た

来
て
や



経 済 経 営 研 究 所 2017年 ( 平成 �� 年 )  11月 6日 (月 ) 213 版第 2017 号©経済経営研究所 2017 ( 日刊）

平
塚　
　

百
貨
店
の
進
出
に
は
彦
根
も
苦
し
ん
で
い
ま

す
、
こ
れ
が
徹
底
的
防
止
は
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
土

地
の
資
本
家
が
集
ま
っ
て
こ
こ
に
進
出
し
て
来
る
百
貨

店
程
度
の
設
備
を
し
て
対
抗
す
る
こ
と
が
一
番
理
屈
に

か
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
、
資
本
関
係
も
人
口
二
万

五
千
程
度
の
も
の
に
す
れ
ば
何
と
か
出
来
る
で
し
ょ

う
、
三
越
の
進
出
も
、
結
局
そ
の
人
口
を
目
標
と
し
て

の
こ
と
だ
か
ら
人
口
を
基
礎
と
し
て
こ
ち
ら
で
も
考
え

る
ん
で
す
な
、
ま
た
土
地
の
小
売
商
が
利
潤
に
つ
い
て

も
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
、
そ
う
す
れ
ば
い
く
ら
三
越

の
商
標
が
ね
う
ち
が
あ
る
か
知
ら
ぬ
が
結
局
購
買
者
は

彼
等
か
ら
去
り
、
安
い
土
地
の
商
店
が
繁
盛
す
る
、
こ

れ
に
つ
き
過
日
の
全
国
町
村
長
会
で
も
話
が
出
た
ん
で

す
が
、
百
貨
店
の
進
出
に
課
税
す
る
ん
で
す
、
こ
れ
に

は
売
上
高
に
よ
る
の
と
売
店
所
用
敷
地
に
対
し
て
課
税

す
る
二
つ
の
方
法
が
あ
る
が
仲
々
む
つ
か
し
い
、
現
在

の
対
策
は
感
情
的
に
流
れ
て
い
る
、
ま
あ
適
当
な
資
本

合
同
で
対
抗
す
る
ん
で
す
な

矢
野　
　

百
貨
店
の
地
方
進
出
防
止
案
と
し
て
の
課
税

も
駄
目
で
す
な
、
外
国
の
例
か
ら
見
て
も
、
こ
れ
に
対

し
て
百
貨
店
側
は
支
店
を
作
る
と
か
チ
ェ
ー
ン
・
ス
ト

ア
を
作
る
と
か
、
こ
れ
を
免
れ
る
方
法
を
講
じ
て
い
る

し
手
の
つ
け
よ
う
が
な
い
の
で
す
、
都
会
集
中
の
潮
流

に
対
し
農
村
の
青
年
子
女
を
田
園
に
閉
ぢ
こ
め
得
な
い

と
同
様
の
時
代
的
な
強
さ
が
流
れ
て
い
ま
す
た
だ
町
長

の
い
わ
れ
る
よ
う
に
資
本
合
同
な
ど
で
対
抗
す
る
よ
り

道
が
な
い
で
し
ょ
う

彦 根 町
発展座談会

（2）
百
貨
店
の
進
出
に
は

 

資
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揃
っ
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各
種
の
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関
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も
っ
と
発
展
を
期
し
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平
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彦
根
は
学
校
教
育
で
進
ん
で
い
る
が
、
一
歩

を
進
め
て
社
会
教
育
を
盛
ん
に
す
る
ん
で
す
な
、
町
民

の
公
私
生
活
に
紳
士
的
教
養
を
積
ま
し
め
、
優
秀
な
町

民
が
出
来
て
ゆ
け
ば
自
然
に
内
か
ら
発
展
の
力
が
湧
き

出
る
と
思
い
ま
す
、
こ
の
点
か
ら
図
書
館
、
講
演
会
等

に
力
を
つ
く
し
て
い
ま
す

橋
本　
　

彦
根
の
教
育
問
題
が
出
ま
し
た
が
、
校
長
さ

ん
の
御
意
見
は…

…

矢
野　
　

教
育
に
は
よ
い
処
で
す
、
今
の
専
門
学
校
高

等
学
校
は
大
学
と
違
っ
て
田
舎
に
あ
る
方
が
よ
い
と

思
っ
て
い
ま
す
、
動
揺
期
に
あ
る
学
生
に
悪
性
の
刺
激

が
薄
く
町
民
が
親
切
に
し
て
や
っ
て
く
れ
ま
す
、
こ
の

点
か
ら
彦
根
は
よ
い
と
思
い
ま
す
、
そ
の
上
彦
根
は
自

然
的
に
美
し
い
城
と
湖
を
持
ち
町
の
風
紀
が
非
常
に
よ

い
所
で
す
か
ら
、
外
国
の
状
態
か
ら
見
て
も
こ
の
く
ら

い
の
と
こ
ろ
が
教
育
都
市
と
し
最
適
当
で
す
、
町
長
の

補
習
教
育
に
尽
力
さ
れ
る
の
は
非
常
に
よ
い
こ
と
で
、

私
も
商
工
的
補
習
教
育
の
主
張
者
で
す
、
こ
の
や
り
方

に
つ
い
て
も
効
果
的
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
、
彦
根

は
あ
ん
な
立
派
な
図
書
館
を
持
ち
社
会
教
育
も
出
来
ま

す
の
で
結
構
で
す

平
塚　
　

こ
の
点
で
は
高
商
が
出
来
て
非
常
に
利
益
を

得
て
い
ま
す
、
調
査
講
演
な
ど
で
町
の
教
育
上
非
常
に

恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
、
高
商
を
彦
根
に
作
る
こ
と
に

な
っ
た
と
き
は
大
津
と
非
常
に
競
争
し
、
大
津
よ
り
沢

山
の
金
が
出
来
て
こ
こ
に
作
ら
れ
ま
し
た
、
そ
の
当
時

寄
付
を
集
め
る
の
に
、
苦
心
し
ま
し
た
、
そ
の
折
、
過

日
世
界
金
満
家
番
附
に
入
っ
た
人
の
所
へ
た
の
ん
で

行
っ
た
と
こ
ろ
「
彦
根
な
ど
に
高
商
を
お
く
の
は
大
反

対
だ
、
高
商
生
は
商
人
に
な
る
の
だ
、
見
る
も
の
も
聞

く
の
も
皆
実
習
だ
、
こ
の
点
か
ら
大
都
会
に
お
く
べ
き

だ
、
彦
根
へ
高
等
学
校
を
お
く
と
い
う
の
な
ら
何
だ
け

れ
ど
」
と
叱
ら
れ
ま
し
た
が
、
結
局
三
万
円
出
し
て
も

ら
い
ま
し
た
、
彦
根
は
高
商
を
貰
う
こ
と
が
出
来
て
大

い
に
よ
ろ
こ
び
ま
し
た
、
な
お
彦
根
城
は
彦
根
の
文
化

と
精
神
の
中
心
地
で
あ
り
遊
覧
の
中
心
地
で
あ
る
べ
き

で
し
ょ
う
が
、
井
伊
家
の
も
の
で
す
し
、
楽
々
園
、
玄

宮
園
も
町
が
五
年
間
一
期
と
し
て
井
伊
家
か
ら
借
り
受

け
こ
れ
を
安
く
貸
し
て
い
る
の
で
す
、
こ
れ
は
町
で
借

り
て
い
る
か
ら
経
費
そ
の
他
が
安
く
行
け
る
の
で
す
、

こ
れ
に
対
し
大
衆
を
引
き
つ
け
る
よ
う
に
努
め
て
遊
覧

的
施
設
が
出
来
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
が
自
由
に
は
な

り
ま
せ
ん
、
こ
の
附
近
に
は
県
の
水
産
試
験
場
、
測
候

所
も
あ
り
機
関
が
揃
っ
て
い
ま
す
、
も
っ
と
こ
れ
等
に

よ
っ
て
町
の
発
展
を
期
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
毎
日
」
９
面　

１
９
３
０
年
６
月
26
日　

出
席
者
（
イ
ロ
ハ
順
）

百
十
三
銀
行
常
務
取
締
役　

外
村
米
吉
氏

滋
賀
県
水
産
試
験
場
長　

田
口
長
治
郎
氏

彦
根
測
候
所
長　

筒
井
百
平
氏

宇
治
川
電
機
近
江
支
店
長
近
江
鉄
道
株
式
会
社
常

務
取
締
役　

的
場
順
一
郎
氏

彦
根
聖
愛
教
育　

シ
イ
・
ス
ミ
ス
夫
人

彦
根
高
等
商
業
学
校　

矢
野
貫
城
氏

彦
根
町
長　

平
塚
分
四
郎
氏

彦
根
実
業
協
会
副
会
長　

廣
野
規
矩
太
郎
氏

【
本
社
側
】

内
國
通
信
部
副
部
長　

根
木
久
治
氏

販
売
部
助
役　

中
野
美
樹
氏

同　

中
坪
八
重
蔵
氏

大
津
支
局
長　

橋
本
豐
次
郎
氏

彦
根
通
信
所
主
任  

前
川
眞
造
氏

大
津
支
局
長　

田
中
香
苗
氏

【しんぶんから知る ①  －彦根高商と地域との相乗効果－】
　この新聞は「彦根町繁栄策座談会」について報じています。記事
によると、座談会には彦根高商の２代目校長である矢野貫城や彦根
町長らが参加しました。
　座談会で参加者は彦根の経済発展や環境整備について話し合いま
した。教育問題に話が及ぶと、彦根町長は彦根高商の実施する調査

や講演等が彦根住民の教育向上に寄与していると語りました。また、
矢野校長は彦根住民の優しさや風紀の良さが彦根高商に好ましい影
響を与えていると話しました。
　彦根高商と地域は互いの存在によってそれぞれに恩恵を得ていた
ようです。

つら き
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◀『彦根高商学報』第 12 号　
　1928 年 7月 25 日発行　
　経済経営研究所デジタルアーカイブ

▲『彦根高商学報』第 36 号
　1931 年 9月 30 日発行　
　経済経営研究所デジタルアーカイブ

『大阪毎日新聞』「滋賀毎日」5面　
1930 年 6月 25 日

「彦根繁栄の道しるべとして廿三

日午後六時より百三十三銀行楼

上で『彦根町繁栄策座談会』を

本社大津支局の催しで開いた、

参集せられた人々は何れも町の

有力者で極めて熱心に意見を述

べられ予定の時刻を過ぐるも、

なお尽きず漸く十一時に至って

散会した」
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　本コーナーでは、彦根高商と地域との間にあったお金の結びつきが
わかる記事をご紹介します。
　例えば、彦根高商が開校 10 周年を迎えるにあたり、同校の歩みを
振り返った新聞があります。その記事によると、彦根が高商を誘致で
きた要因の１つに彦根や滋賀の有力者、さらに彦根住民からの寄附が
ありました。また、別の新聞は彦根高商を受験するため、全国から集

まった人々によって彦根の宿屋が利益を得ていたことや彦根の食堂が
彦根高商生によるつけの未払いに講じた対策などを報じています。
　わたしたちは展示している新聞原紙からお金をめぐる彦根高商と地
域の様子を知ることができます。

城 

下
街
と
し
て
の
旧
殻
を
か
ぶ
っ
た

ま
ま
寂
し
く
息
づ
い
て
い
た
彦
根
も
同

地
を
中
心
に
挙
行
さ
れ
た
大
正
六
年
の

陸
軍
特
別
大
演
習
が
一
転
機
を
画
し
て

急
テ
ン
ポ
に
更
生
途
上
を
辿
る
よ
う
に

な
っ
た
と
き
で
あ
る
、
町
立
彦
根
商
業

学
校
を
県
営
移
管
運
動
の
た
め
大
正
八

年
一
月
、
当
時
の
犬
上
郡
会
議
長
渡
邊

九
一
郎
氏
は
知
事
森
正
隆
氏
を
訪
問
陳

情
し
た
と
こ
ろ
知
事
は
意
味
あ
り
げ
な

微
苦
笑
を
う
か
べ
て
「
な
ん
だ
、
ソ
ン

ナ
小
っ
ぽ
け
問
題
ぐ
ら
い…

…

」
と
渡

邊
氏
に
何
ご
と
か
を
耳
打
ち
し
た
、
そ

の
さ
さ
や
き
こ
そ
は
滋
賀
県
に
高
等
商

業
学
校
新
設
問
題
の
耳
打
ち
だ
っ
た
の

だ
か
ら
渡
邊
氏
は
狂
喜
し
て
直(

た
だ

ち)

に
そ
の
秘
密
を
当
時
の
犬
上
郡
長

平
塚
分
四
郎
氏
お
よ
び
彦
根
町
当
局
へ

伝
え
て
、
彦
根
商
業
県
営
移
管
運
動
は

高
商
新
設
運
動
に
早
変
り
し
た
、
こ
れ

よ
り
さ
き
、
大
正
六
年
の
滋
賀
県
会
は

近 
江
商
人
の
淵
叢
地
で
あ
る
湖
国
に

高
商
新
設
請
願
を
政
府
へ
陳
情
し
た
こ

と
が
あ
っ
た
、
そ
れ
が
奏
功
し
た
が
、

否
か
、
と
き
の
文
相
中
橋
徳
五
郎
さ
ん

は
教
育
機
関
完
備
の
新
方
針
の
も
と
に

全
国
に
高
等
学
校
増
設
案
を
た
て
、
湖

国
に
も
高
商
が
配
置
の
新
計
画
が
め
ぐ

ら
さ
れ
、
あ
る
日
森
知
事
を
米
原
駅
に

呼
び
中
橋
文
相
は
「
高
商
が
ほ
し
く
ば

寄
附
金
が
こ
れ
だ
け…

…

」
と
車
窓
か

ら
指
六
本
を
つ
き
出
し
た
、
そ
の
指
六

本
の
価
値
六
十
万
円
は
い
う
ま
で
も
な

い
、
か
く
と
知
っ
た
大
津
市
は
五
十
万

円
の
市
債
を
起
し
て
高
商
を
設
置
の
躍

起
運
動
を
開
始
し
た
た
め
こ
こ
に
高
商

を
ね
ら
っ
て
彦
根
対
大
津
の
猛
烈
な
奪

取
戦
と
な
っ
た
が
県
庁
奪
取
に
失
敗
し

た
彦
根
と
し
て
は
雪
辱
戦
の
意
味
か
ら

で
も
大
津
を
征
服
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
立
場

に
至
っ
た
、
ソ
コ
で
平
塚
郡
長
、
渡
邊

郡
会
議
長
、
町
長
故
安
居
喜
造
ら
は
高

商
奪
取
の
第
一
線
に
あ
っ
て
活
躍
、
蒲

生
郡
以
北
七
郡
に
応
援
を
求
め
て
共
同

戦
線
を
張
り
、
一
月
十
五
日
犬
上
郡
有

志
大
会
を
き
っ
か
け
に
連
日
連
夜
会
合

を
か
さ
ね
、
あ
る
い
は
縁
故
を
た
ど
り
、

富
豪
の
門
を
た
た
い
て
熱
を
あ
お
っ
た

結
果
、
不
破
栄
次
郎
氏
の
五
万
円
を
筆

頭
に
安
居
喜
八
、
大
橋
弥
一
郎
、
石
橋

彦
三
郎
、
伊
藤
忠
兵
衛
四
氏
の
二
万
円

ず
つ
を
親
玉
と
し
て
、
折
柄
の
好
景
気

時
代
を
幸
い
に
彦
根
在
住
お
よ
び
出
身

者
が
二
十
五
万
円
、
犬
上
郡
有
力
者
十

五
万
円
、
彦
根
の
四
富
豪
そ
の
他
で
二

十
万
円
の
私
財
を
投
げ
出
し
、
一
銭
の

公
課
な
し
で
、
六
十
万
円
の
寄
附
は
ま

と
ま
り
、
膳
立
て
が
な
っ
た
の
で
運
動

委
員
は
鼻
高
々
東
上
、
大
津
側
の
運
動

委
員
と
至
る
と
こ
ろ
で
鉢
合
わ
せ
を
演

じ
つ
つ
中
橋
文
相
に
陳
情
し
た
と
こ
ろ

「
彦
根
高
商
を
設
置
せ
よ
？　

ソ
ン
ナ

馬
鹿
げ
た
話
が
あ
る
か
、
県
庁
の
所
在

地
は
彦
根
で
な
か
ろ
う
ネ
」
の
文
相
の

一
言
に
委
員
連
、
口
惜
し
さ
の
あ
ま
り

詰
腹
き
ら
ん
と
し
た
が

大 
手
、
か
ら
め
手
の
戦
法
漸
く
功
を

奏
し
、
瀬
戸
際
で
大
津
を
背
負
い
投
げ

し
て
二
月
九
日
高
商
は
彦
根
に
設
置
と

湖
国
の
最
高
学
府
彦
根
高
商
が
史
実
に
名
高
き
彦
根
城
下
の
一
廓
に
誕
生
し

て
教
育
文
化
の
潮
流
を
波
立
た
せ
て
以
来
早
く
も
こ
こ
に
十
年
、
い
よ
い
よ

青
年
期
に
入
る
た
め
秋
色
た
け
な
わ
、
菊
か
お
る
き
ょ
う
一
日
か
が
や
か
し

き
開
校
十
周
年
記
念
式
典
を
挙
行
し
て
意
義
深
い
各
種
の
記
念
行
事
と
全
町

を
あ
げ
て
の
祝
賀
余
興
に
五
日
間
は
彦
根
城
下
を
「
高
商
デ
ー
」
の
歓
喜
一

色
に
ぬ
り
つ
ぶ
す
の
だ
、
そ
の
歓
喜
の
渦
に
巻
込
ま
れ
る
彦
根
高
商
が
生
ま

れ
出
で
た
秘
史
を
繰
り
展
げ
て
新
た
な
思
出
を
呼
び
起
そ
う
で
は
な
い
か

　
　

い
ろ
い
ろ
の
催
し
物
に　

　
　
　

全
町
お
祭
り
騒
ぎ

き
ょ
う
か
ら
五
日
間

記
念
式
典
（
上
）

彦 根 高 商
十周年

決
定
、
も
ち
ろ
ん
犬
上
郡
内
有
力
者
は

挙
っ
て
政
友
会
へ
入
党
の
お
み
や
げ
附

き
で
だ
、
か
く
て
現
金
四
十
八
万
円
と

敷
地
一
万
六
千
ニ
百
余
坪
を
提
供
し
彦

根
の
熱
望
は
遂
げ
ら
れ
て
開
校
の
喜
び

に
浸
る
こ
と
が
で
き
た
、
し
か
も
六
十

万
円
の
大
金
は
こ
と
ご
と
く
郷
土
愛
に

よ
っ
て
生
ま
れ
た
こ
と
を
彦
根
の
た
め

に
誇
り
得
る
と
と
も
に
第
一
銭
に
活
躍

し
た
故
安
居
喜
造
氏
ほ
か
各
功
労
者
を

た
た
え
ね
ば
な
ら
ぬ

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
５
面　

１
９
３
３
年
11
月
1
日

【しんぶんから知る ②  －お金をめぐる彦根高商と地域の様子－】

彦根高商卒業アルバム
『07ｰH.C.C. 2595』▶
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▶
彦
根
高
商
卒
業
ア
ル
バ
ム
『
Ｌ
ａ  

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｅ

    

１
９
３
４ 

』（
個
人
蔵
）

▶
彦
根
高
商
卒
業
ア
ル
バ
ム
『
Ｌ
ａ  

Ｍ
Ｅ
Ｍ
Ｏ
Ｉ
Ｒ
Ｅ　

　
１
９
３
４ 

』（
個
人
蔵
）

▲『創立座談会原稿』　1937 年 1月（陵水会蔵）

▶『陵
水
』
第
９
号
（
陵
水
会
館
建
設
特
別
号
）

１
９
３
７
年
２
月
15
日
発
行
（
陵
水
会
蔵
）　

◀

▲『十周念関係書類』（陵水会蔵）

[ 大阪方面 ]
日本生命保険
日本電力
東京火災保険大阪支店
明治生命保険大阪支店
三越大阪支店
奥田染工
三十四銀行
鴻池銀行
山口銀行
宇治川電機
京阪電気鉄道
大阪鉄道局
田附商店
野村銀行
関西信託銀行
又一商店
東洋加工綿業
大同電力大阪支店
伊藤忠商事
三井物産
扶桑海上火災保険大阪支店
大丸
北川
日本海上保険
八木商店
藤井商店
高島屋大阪支店
帝国人造絹糸
市田喜商店
日本窒素肥料
東洋紡績

[ 東京方面 ]
仁壽生命保険
三井物産
東京火災保険
安田保善社
堀井謄写堂
三菱銀行
三菱商事
三菱合資会社
安田信託銀行
第一海上火災保険
太平洋火災海上保険
東京地方専売局
大同電力
三越
三越銀座支店
白木屋
松屋呉服店
扶桑海上火災保険
日本無線電信

[ 神戸方面 ]
神戸税関
岡本商会
石原産業海運合資会社
大丸神戸支店
三越神戸支店
大正海上保険神戸支店
関西ペイント
川崎造船所
鐘渕紡績神戸営業所
三菱銀行三宮支店

[ 滋賀県 ]
旭ベンベルグ絹糸膳所工場
滋賀銀行　
滋賀銀行彦根支店
近江鉄道
宇治電
津田兼吉商店
専売局
若林製糸所
日本ビロード会社
太湖汽船
東洋レーヨン
三中井呉服店
滋賀県農工銀行
近江帆布
近江絹糸
近江信託銀行

[ 京都方面 ]
三菱銀行京都支店
京都瓦斯
大丸京都支店
日本銀行京都支店
大橋弥一郎商店
川崎第百銀行京都支店
日本生命保険京都支店
永井商店
京都物産館
伊東合名会社
安藤商店
高島屋
渡辺郁二商店

開校 10 周年記念式に招待された高商生徒の就職先一覧

※昭和8年「十周年記念式案内状差
出控」による。
※株式会社は省略。

※出典元：滋賀大学経済学部附属史料館
平成 25 年度企画展  滋賀大学経済学部創立 90 周年記念
「彦根高商の日々 －聞け黙々として語る史書－」

住友合資会社
住友肥料製造所
東洋石油
大阪税関
日本相互貯蓄銀行
大阪地方専売局
江商
関西通運大阪支店
丸紅商店
大阪逓信局
大阪放送局
東洋毛糸紡績
神国海上火災保険
日刊工業新聞社
岩井商店
富山紡績
山岡発動機工作所
福田商店
塩野義商店
十合呉服店
大正海上火災保険大阪支店
大阪商事
東洋綿花
伊藤万商店
野村木材商店
大阪市役所教育課
大林組
三菱銀行大阪支店
全国購買組合聨合会大阪事務所
共和護謨工業
旭ベンベルグ絹糸

[ 名古屋方面 ]
東陽倉庫
名古屋銀行
三井物産
名古屋鉄道局
名古屋地方専売局
日本貯蓄銀行
松坂屋
昭和毛糸紡績
豊田紡績
名古屋郵便局
愛知県農工銀行
丸半運搬合資会社
合同電気
艶金興業
名古屋税務監督局
明治商店出張所
日本陶器
宮本物産合名会社

[ 満州国（奉天市）]
森洋行

明治精糖
国際汽船

▲「開校 10 周年記念式に招待された高商生徒の就職先一覧」
　滋賀大学経済学部附属史料館平成 25年度企画展  「滋賀大学経済学部
　創立 90 周年記念『彦根高商の日々 ―聞け黙々として語る史書―』」
　（同史料館提供）

―彦根住民による寄附―
　展示している『大阪毎日新聞』
（1933年11月1日5面）は、高商
を彦根に誘致するために寄附をした
有力者の氏名を報じました。しかし、
そこには寄附をした彦根住民の氏名
が掲載されませんでした。住民1人
1 人の名前をわたしたちは彦根高商
の刊行物や文書、また、『近江実業
新報（複製）』（彦根市立図書館提供）
から知ることができます。 

　

 補足①

▶『
近
江
実
業
新
報
（
複
製
）』
１
９
２
０
年
11
月
７
日
発
行

　
（
彦
根
市
立
図
書
館
提
供
）
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高
商
生
徒
の

歓
送
迎
会
を

開
催

「
今
後
の
た
め
」

を
狙
う

彦
根
町
の
新
試
み

彦
根
町
当
局
で
は
各
地
方
か
ら
集
ま
っ
て

い
る
彦
根
高
商
生
徒
に
彦
根
城
下
の
よ
き

印
象
を
植
え
つ
け
や
が
て
卒
業
後
各
第
一

回
に
活
躍
の
際
彦
根
を
宣
伝
す
る
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
な
っ
て
貰
う
た
め
本
年
か
ら
新

し
い
試
み
と
し
て
同
校
生
徒
の
送
迎
会
を

催
す
こ
と
と
な
り
十
一
日
卒
業
式
の
後
午

後
二
時
か
ら
町
役
場
楼
上
で
卒
業
生
全
部

を
招
待
し
て
送
別
茶
話
会
を
催
し
な
お
四

月
十
一
日
に
は
新
入
学
生
の
歓
迎
会
を
開

く
こ
と
に
な
っ
て
い
る

『
大
阪
朝
日
新
聞
』 「
滋
賀
版
」
５
面　

１
９
３
３
年

３
月
11
日 

町
紹
介
の
た
め
に

　

旅
館
の
サ
ー
ヴ
イ
ス

彦
根
高
商
で
は
十
九
日
か
ら
試
験
陣
を
展
開
す
る
た
め
十
八
日
に
は

全
国
か
ら
押
寄
せ
る
九
百
余
名
の
受
験
生
郡
で
彦
根
町
は
混
雑
し
一

年
中
の
書
入
時
と
す
る
彦
根
宿
屋
業
組
合
で
は
従
来
受
験
生
の
多
く

は
学
校
附
近
の
宿
屋
へ
泊
り
不
平
を
叫
ん
だ
実
情
に
か
ん
が
み
今
年

は
そ
の
不
平
を
一
掃
す
る
と
と
も
に
彦
根
紹
介
の
た
め
に
も
大
い
に

優
遇
す
べ
く
各
旅
館
の
宿
泊
賃
を
二
円
二
十
銭
と
一
円
八
十
銭―

い

づ
れ
も
昼
弁
当
つ
き―

（
玄
宮
園
、
楽
々
園
の
み
は
二
円
七
十
銭―

昼
弁
当
な
し
）
に
協
定
、
十
八
日
は
組
合
役
員
が
自
動
車
用
意
の
花

や
か
な
歓
迎
陣
を
敷
き
各
旅
館
へ
そ
れ
ぞ
れ
割
当
て
、
遠
方
の
旅
館

へ
は
ロ
ハ
自
動
車
で
送
り
つ
け
さ
ら
に
試
験
中
も
毎
朝
ロ
ハ
自
動
車

で
学
校
へ
送
り
届
け
る
こ
と
に
決
定
し
た
な
ど
受
験
生
さ
ま
さ
ま
の

サ
ー
ヴ
イ
ス
に
宿
屋
組
合
の
腕
に
よ
り(

○
○)

を
か
け
る
が
今
年
は

受
験
生
も
激
増
し
た
と
こ
ろ
へ
試
験
期
日
中
に
祭
日
が
あ
り
一
日
多

く
泊
る
た
め
各
旅
館
は
ホ
ク
ホ
ク
も
の
で
十
八
日
か
ら
四
日
間
は
彦

根
全
町
の
旅
館
は
受
験
生
郡
が
占
拠
す
る

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
５
面　

１
９
３
３
年
３
月
18
日 

受
験
生
を
優
遇
す
る
彦
根

[

マ
マ]

[

マ
マ]

食
費
不
払
の
高
商
生
と
戦
う

 
 

彦
根
の

 
 

食
堂
組
合

彦
根
高
商
生
の
食
費
不
払
に
苦
し

む
同
校
附
近
の
食
堂
十
二
軒
が
不

払
高
商
生
を
ロ
ッ
ク
・
ア
ウ
ト
す

る
た
め
に
結
成
し
た
食
堂
組
合
で

は
単
に
学
校
附
近
の
食
堂
だ
け
で

は
力
弱
い
た
め
彦
根
全
町
の
食
堂

を
こ
れ
に
加
盟
さ
せ
て
合
法
的
に

不
払
高
商
生
に
対
抗
す
べ
く
十
三

日
総
会
を
開
き
こ
れ
が
具
体
的
方

法
を
協
議
す
る
が
全
町
の
食
堂
が

こ
の
新
商
戦
術
に
よ
り
共
同
戦
線

を
張
っ
た
場
合
は
一
部
高
商
生
の

恐
慌
時
代
が
現
出
だ
と
い
わ
れ
成

行
き
を
興
味
視
さ
れ
て
い
る

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
13
面　

１
９
３
１
年
５
月
10
日 

▲彦根高商卒業アルバム『07-H.C.C. 2595』　 ▲彦根高商卒業アルバム『07-H.C.C. 2595』　 ▲彦根高商卒業アルバム『06-LA MEMORIA 1933』　

▲『大阪朝日新聞』「滋賀版」5面  
　1932 年 3 月 15 日 

▲彦根高商卒業アルバム
　『07-H.C.C. 2595』

◀彦根高商卒業アルバム
　『09-SOUVENIR 2597』

▶『
大
阪
朝
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
９
面

　

  
１
９
３
０
年
３
月
18
日
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秀
才
を

 

埋
れ
木
に

  

せ
ぬ
よ
う
に
と

  

高
商
の
心
尽
し

彦
根
高
商
校
で
は
素
質
の
よ
い
生
徒

の
中
で
学
資
の
乏
し
い
者
を
救
済
の

た
め
さ
き
に
九
名
を
授
業
料
免
除
生

に
し
た
が
財
界
不
況
の
余
波
を
う
け

学
資
に
窮
す
る
生
徒
が
ま
す
ま
す
多

く
な
る
傾
向
に
あ
る
の
で
校
当
局
は

文
部
省
の
認
可
を
得
、
二
十
二
日
さ

ら
に
三
名
の
免
除
生
を
選
抜
す
る
と

と
も
に
家
庭
教
師
そ
の
ほ
か
い
ろ
い

ろ
な
方
面
へ
周
旋
し
学
資
捻
出
の
途

を
積
極
的
に
講
じ
た
り
或
い
は
育
英

会
の
援
助
を
う
け
さ
せ
る
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ぬ
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る

『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
毎
日
」
13
面　

１
９
３
０
年
９
月
28
日

▶『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
９
面　

　
１
９
３
１
年
２
月
５
日

▶『
大
阪
毎
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
13
面

　
１
９
３
２
年
４
月
16
日

▶『
大
阪
朝
日
新
聞
』「
滋
賀
版
」
13
面　

　
１
９
３
２
年
４
月
20
日

―1930年～1933年
　の彦根高商―
　当時、日本経済は深刻な不況
に見舞われていました。その影
響は彦根高商にも及びました。
ここに展示している新聞は、彦
根高商が生徒の学資を援助した
り、就職先を確保したりする様
子を報じています。

瓦
版

瓦
版
瓦
版

瓦
版

　

補足②

▲『彦根高商学報』第 32 号　
　1931 年 5月 5日発行　
　経済経営研究所デジタルアーカイブ
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1923年彦根高等商業学校開校 1944年4月彦根経済専門
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面がみられるようになりました。それらは滋賀の出来事にも焦点を
あわせ報道する紙面であり、現在、わたしたちのみる「滋賀版」に
続いていると考えられます。

【しんぶん史 －新聞展開図－】
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